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発 信 日 

令和２年４月21日 

１ 件 名 「コロナに負けない！あつぎ」対策事業について 

２ 概 要 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う市民生活や経済等への影響

に対し、「コロナに負けない！あつぎ」対策事業として、厚木市独自

の経済対策や感染症対策などを実施するもの。 

 今回は緊急的で効果的な対策として、これまでに実施した事業の

拡充や、新たな事業を追加し、約 14億円の対策を実施していく。 

 なお、財源については財政調整基金を取り崩して対応する。 

 

 

１ 予算総額  約 14億円（予定） 

       （補正予算対応 11億円、予算措置済 3億円） 

 

 

２ 補正予算対応事業概要【11億円】 

（１）コロナに負けない！あつぎ中小企業応援交付金 新規 

（6億円）（産業振興課） 

●企業の事業継続への支援(5億 4,000万円) 

  ▶事業継続のための支援を行う。休業協力金 10万円と家賃 

助成２か月分上限 40万円で最大 50万円を支援する。 

●がんばる企業を応援する事業(1,000万円) 

  ▶売り上げ減少に対し、テイクアウトサービスなど独自の工

夫を始めた場合の経費を助成する。 

●介護、保育施設などの運営継続への支援(5,000万円) 

  ▶介護施設や保育園・幼稚園などの施設で感染予防対策をし

た経費などを助成する。 

 

（２）感染拡大防止対策に必要な経費 新規 

（4億 3,000万円）（厚木市立病院 経営管理課） 

   医療従事者に必要なマスクや防護服などの物品や簡易陰圧装

置などの医療機器を補充し、医療現場をサポートする。 
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（３）防災備蓄品整備事業 拡充     （7,000万円）（危機管理課） 

・感染拡大防止に必要な物品を購入し、対策を図るもの（既に約１千

万円支出しているが、今回さらに７千万円追加購入する。） 

  ・次亜塩素酸水の生成器を追加し(42台)学校等に設置（計51台に） 

・次亜塩素酸水噴霧器を追加し(146台)保育所等へ設置（計266台に） 

・マスク23万枚を追加購入 

・非接触型体温計を130台購入 

・学校、福祉施設、保育所等へ消毒液、石鹸、マスク等を配布 

 

３ 予算措置済事業【約３億円】 

（１）コロナショックサポート 250（1億1,000万円）（産業振興課） 
中小企業向け融資支援。信用保証料補助と利子補給の補助額を引き上げる。 

（２）勤労者への貸付け支援「勤労者総合資金預託金」、「勤労者

生活資金預託金」（1億 7,000万円）（産業振興課） 

（３）中小企業の雇用継続支援「高年齢者継続雇用奨励補助金」、

「障害者雇用奨励交付金」（1,500万円）（産業振興課） 

（４）中小企業の生産の拡大及び生産の効率化支援「中小企業設

備投資促進事業補助金」（1,000万円）（産業振興課） 

（５）中小企業の円滑な事業承継の支援「事業承継支援事業補助

金」（100万円）（産業振興課） 

（６）商店会PR事業補助金（200万円）（商業にぎわい課） 

店舗情報を周知することで、各店舗の売り上げ向上の一助とする。 

 

 

なお、今回は、早期に着手すべき事項を実施したが、今後も「コ

ロナに負けない！あつぎ」対策事業として、子ども、学校、医療、

商業、観光など幅広い対策を実施する予定。 

３ 予 算 約 14億円 

４ 添付資料 概要資料 

５ 問合せ先 
部課名 

電話 

政策部    企画政策課   （046）225-2456 

産業振興部  産業振興課   （046）225-2807 

厚木市立病院 経営管理課   （046）221-1570 

市長室    危機管理課   （046）225-2196 

産業振興部  商業にぎわい課 （046）225-2841 

 


